


１ 施工前の準備

●六角レンチ（呼び 2 .5 　別途品）を用いて、灯具取付ネジ（３本）をゆるめ、
　灯具を取り外してください。
　導通用リード線がつながっていますので無理に引っ張らないでください。

（下図にその一例を示します。）

２ ケ－ブル保護管（別途）に パテ詰めなどの処理を行う

４ ポ－ル下部の湿気対策を行う

●電源ケ－ブル（別途）の長さは、ポ－ルの長さよりも２０ｃｍ程度長くしておいてください。

３ ポ－ルの建柱を行う

ケ－ブル保護管（別途）

G .L.

ポ－ル

電源ケーブル
（別途）

パテ埋めなどの処理をしてください。

モルタル、川砂などを用いてG .L.より
上まで詰物をしてください。

水抜穴
ケ－ブル保護管が
約 1 0 0  m m  程度G .L.より
出るように施工してください。

●コンクリート埋設工事を行い、ポールを建柱してください。

●ポ－ルまでの配線工事は、電気設備技術基準、内線規程に従ってください。

不備がありますと、ポール倒壊の原因となります。

6 本体をポールに取り付ける
●六角レンチを用いて、灯具取付ネジ（３本）で、本体をポールに
　取り付けてください。（推奨締付トルク 1 .0  N ・m ）

５ 電源ケーブル・アース線を接続する
●ケーブルのシース部を
　電源線押えでしっかり固定してください。
　押さえ量はケーブル外径の  １／４程度としてください。
　押さえ込みすぎると絶縁破壊の原因となります。

●口出線との接続は、口出線の端末を適切な長さに線処理
　した後でスリーブなどにより確実に行い、
　自己融着テープを巻いてから、絶縁テープを巻いて
　仕上げ、十分に絶縁・防水処理を行ってください。

●アース端子からＤ種接地工事を行ってください。
　導通用リード線を同時に接地端子ネジに取り付けてください。
　接続が不完全な場合、発火・感電の原因となります。

◎丸型ケーブルの場合 ◎平型ケーブルの場合
外径（6 .2  ｍｍ ｘ 9 .4  ｍｍ
　　　　～7ｍｍ × 1 5  ｍｍ)

※（出荷時は丸型ケーブル止めの状態になっています。）

外径（φ 9 .6  ｍｍ
　　　　　～φ 1 3  ｍｍ）

電源線押えの使い方

各部のなまえと取付方法

警告
施工は、施工説明書にしたがい、確実に行う。
施工に不備があると、火災・感電・落下の原因となります。
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＜Y Y Y 7 6 1 3 0 LE 1、Y Y Y 7 6 1 3 1 LE 1を取付する場合＞
　器具に方向性がある為、本体取付ネジをゆるめて
　調整してください。
　

本体取付ネジ
（２本）

4 0 0  m m

ポール

ケーブル保護管
　（別途）

Ｇ.Ｌ.表示

●梱包材を取り外してください。

不備がありますと、火災の原因となります。
梱包材

●アース端子を取り外してください。
　



※Y Y Y 7 6 1 0 0 LE 1の例で説明しています。
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グローブ

ポール

六角レンチ
（別途）
呼び2 .5

灯具取付ネジ
（３本）

電源ケーブル
（電源用）
（別途）

本体

アース端子 接続部をスリーブなどで
結線後、自己融着テープで
処理

テープなどで
強く巻き付ける

Y Y Y 7 6 1 1 0 LE 1
Y Y Y 7 6 1 1 1 LE 1
Y Y Y 7 6 1 1 2 LE 1
Y Y Y 7 6 1 1 3 LE 1

（片側ワイド配光）

Y Y Y 7 6 1 3 0 LE 1
Y Y Y 7 6 1 3 1 LE 1

Y Y Y 7 6 1 2 0 LE 1
Y Y Y 7 6 1 2 1 LE 1
Y Y Y 7 6 1 2 2 LE 1
Y Y Y 7 6 1 2 3 LE 1

灯具
Y Y Y 7 6 1 0 0 LE 1
Y Y Y 7 6 1 0 1 LE 1
Y Y Y 7 6 1 0 2 LE 1
Y Y Y 7 6 1 0 3 LE 1

導通用リード線
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電源線押え（電源用）

電源線押え（送り用）

電源ケーブル
（送り用）
（別途）
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